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第3009回 稲垣年度第9回例会会報 2023-9-27 司会 渡辺裕雄会員

欠席の場合は前々日 正午 までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子）
メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp

出席報告 鳥居輝一委員長  （出席規定の免除会員数8名）

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率

本日 9月27日 35（8） 26（3） 9（5） 86.7％ ― ―

前回 9月13日 35（8） 24（3） 11（5） 80.0％ 5 96.7％
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会長挨拶  稲垣政一会長

本日は日本の人口減少についてお話しした
いと思います。今年の5月7日に、テスラモ
ーターズのCEOであるイーロン・マスク氏が
ツイッターで「当然のようなことを言うが、
出生率が死亡率を上回るような変動がない限
り、日本はいずれ消滅する可能性がある。こ
れは世界にとって大きな損失となるだろう」
とコメントしました。2008年をピークに、
毎年人口が減少していることから見ると、数
値的には日本人がいずれ消えてしまう可能性
があります。しかし、これは警鐘としての発
言であり、実際に日本が消滅することは考え
にくいです。
国立社会保障・人口問題研究所の「日本の

将来推計人口令 (和 5年推計 )」によれば、
2008年に1億2,808万人でピークを迎えた総
人口は、このままで推移すれば、70年には
8,700万人まで落ち込むと予測されており、
そこで政府は、少子化対策の柱として、1)
児童手当など経済的支援の強化、2)学童保
育や病児保育、産後ケアなどの支援拡充、
3)働き方改革の推進、の三つを採用する模

様です。ただ、日本の若者は、雇用の不安や
生活費の高騰を理由に結婚や出産を先送りす
る、あるいは完全に諦めてしまう傾向があり
、政府の現行制度の少子化対策の延長では大
きな効果には疑問が残ります。

一方で、人口が減ること自体は悪いことば
かりではないという考えもあります。鎌倉幕
府が成立した1192年、日本の人口は757万人
と推計されています。江戸幕府成立時の
1603年は1,227万人となり、1,000万人を超
えました。江戸時代は中期までは世の中が安
定していたため、1716年には3,128万人と約
3倍に急増しました。

ところが、2回の世界大戦を経験し、「産
めよ殖やせよ」の国策の下で日本の人口は爆
発的に増加しました。終戦の 1945年には
7,199万人となり、その後のベビーブームを
経て2008年にはピークの1億2,808万人を記
録しました。もし、軍事的な「兵力・労働力
の増強」という特殊要因がなければ、現在の
日本の人口はヨーロッパ主要国と同程度の
6,000万人～8,000万人だったはずです。

また、生物学的にも、人間に当てはまるか
は分かりませんが、密度効果という法則があ
ります。これは、ある生物の個体群において
、その生育面積当たりの個体数、つまり個体
群の密度は、ある範囲で、ある程度一定に保
たれているものと考えられています。これは
、個体数が多くなると、何等かの形で個体数
の増加にブレーキをかける仕組みが存在する
ためと考えられています。このように、個体
群の密度は個体群成長などに一定の影響を与
える。これを密度効果と言います。現状の日
本の人口密度から考えると人口減少は自然の
流れかもしれません。

人口減少は自然な現象であり、将来も続く
と考えられると、日本の国力を維持するため
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には「生産性向上」に積極的に取り組む必要
があります。現在、日本はこの点で他の先進
国に比べて遅れていると言えます。将来を見
越して、より積極的なテクノロジーの活用や
、女性の社会進出、高齢者の労働参加が極め
て重要となります。少子化対策も重要でしょ
うが、国力の維持発展には同時に生産性向上
にも注力すべきではないでしょうか。

●お知らせ
以下、9/13に開催された理事役員会の承

認事項となります。
・10月プログラム(例会3回)について承認
・10/18米山記念奨学会委員会卓話時の来訪

奨学生への交通費3,000円拠出承認
・世界ポリオデーに合わせた、第1グループ

共同広報活動実施について(10/21実施予
定)
「ロータリー財団」としてのお願いである
ため、髙木茂委員長にお任せしております。

・2024-25年度地区委員の推薦について
黒磯RCでは、今般まで歴代会長が順番に担
当してきたとのこと。現在、秋間会員と村
山会員が地区委員となっているが(秋間氏
は今年度で満了予定)、今後も、黒磯RCか
らは計2名はいた方がよいのではないかと
の意見が出る。今後の継続審議とする。

・ヘイデン君への荷物(段ボール大サイズ2
箱)、送付費用(金29,500円)について承認

・【追加審議事項】クリスマス家族会
(12/13予定)を、12/6へ変更(親睦委委員
会・プログラム委員会より)⇒承認
クリスマス家族会を12/13より12/6へ、年
次総会を12/6より12/13へ変更する。

●ガバナー事務所からの連絡
・10/23第1回インターアクトクラブ合同会

議が開催予定。青少年奉仕委員会平山委員
長に転送済み。

幹事報告 井出法幹事

委員会報告 安藤譲治

 副会長兼クラブ奉仕委員長

○ 大島三千三会員

○ 親睦委員会 鈴木久雄委員長

安藤譲治会員

井出幹事からの報告の通り、クリスマス家
族会会場「ロイヤルホテル那須」の改装工事
に伴い、例会日・プログラムが下記の通り変
更になります。
・年次総会 12月6日(水)→12月13日(水)に

変更
・クリスマス家族会

12月13日(水)→12月6日(水)に
変更

鈴木久雄会員

那須塩原市国際交流協会創立30周年記念
イベントが10月28日(土)割烹石山にて開催
されます。(詳細は巻末の資料をご参照くだ
さい)

○ 村山茂会員



本日は外来卓話としまして白井尋様にご講
話のお願いを致しました。案内人としまして
白井様の高等学校時代の同級生佐藤一博様も
同席させて頂いております。

白井様は1973年1月に那須町にお生まれに
なり黒磯高等学校を卒業後、東京の大学を経
て1997年にベトナムヘ語学留学され、2001
年にトレーニングレストラン「フーンライレ
ストラン」を開業しました。2017年には「
良知コミュニケーションパートナーズ」を設
立され、幅広くご活躍されておられます。

ベトナムでの実体験を通じて感じたことや
学び得たことなどご講話頂けたらと思います。
それでは白井様、宜しくお願い致します。

本日の卓話

雑誌委員会 佐藤博委員長
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【人生のチャンスを与えるレストラン】
黒磯高校を卒業後、東京の大学を経て、

1997年にベトナムへ語学留学しました。当
時のベトナムはベトナム戦争の影響が色濃く
残る社会主義国でドイモイ政策と呼ばれる外
国からの門戸が開かれたばかり。貧困に喘ぐ
方々が多い困難な時代に外国人が住むのはま
だ珍しい時代で、私のような若者が留学する
のは特異な選択でもありました。

先日帰国された交換留学生のヘイデン君か
ら連絡が来ました。

○ 外来卓話 良知コミュニケーションパートナーズ
    白井尋様

村山茂会員 白井尋様

変化が大きな途上国のベトナムと共に人間
として成長したいと願った私は留学中に携
わったボランティア活動のご縁で孤児院へ通
うようになりました。そこで出会った若者達
の潜在能力の高さと生きるエネルギーに日に
日に感銘を受け、「情熱や潜在的な可能性を
秘めた彼らに人生を切り開くチャンスを与え
られれば！」という使命にかられ、「英語も
出来ない、レストランに行った経験すらない、
中学も出ていない、ないない尽くしの若者達
も、チャンスさえあれば、英語で外国人に感
動を与えるサービスを出来るようになる、一
流店で働けるようになる！」と考えました。
その願いと使命を実現するために、2001年
に個人で開業したトレーニングレストランが
フーンライレストランです。
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出席報告 鳥居輝一委員長

ニコニコボックス 黒澤洋一副委員長

稲垣政一会員 白井尋様、佐藤一博様、
     ようこそ黒磯ロータリーク

ラブへ。
佐藤博会員 白井様、本日はお世話にな

ります。

フーンライでは彼らに一から英語、サービ
ス、調理、ライフスキルを教え、数年に渡り
独立支援、職業訓練を行います。給与や学費
支援などを提供しながら、日々彼らと店に立
ちにトレーニングをする日々でした。

掲げた理想の為、情熱をもって取り組んで
いましたが、当初は自分の未熟さ故に課題、
苦労の連続でありました。安定した家族がお
らず教育を受けてこられなかった彼らにとっ
ては、道徳心を持つことや信頼関係を築くこ
とが難しく、多くの問題を起こしてくれまし
たので、ストレスが溜まる毎日で、途方に暮
れた事も多々ありました。その後、何年もか
けて人間学、心理学、リーダーシップなど学
び入れをし、試行錯誤を繰り返しながら少し
ずつマネジメントや育成のオリジナルのノウ
ハウを積み重ねていきました。それに応える
スタッフの頑張りや素晴らしいお客様に支え
られながらよりスムーズに育成ができるよう
になり、多くの卒業生はホーチミンの高級レ
ストラン、カフェ、ホテルで活躍するように
なりました。

そのような成果を現実にするために工夫し
ている事は沢山あります。まず全ての土台に
なる関係性つくりにおいては3Ｋ(敬意・好
意・関心)を大事にしています。どんな新人
だろうが、まだ挨拶も出来ないスタッフだろ
うが、無条件に私から3Ｋを伝えるよう意識
していました。すると返報性が働き遅かれ早
かれ彼らも私に3Ｋを返してくれるようにな
ります。

またベトナム文化やベトナム人にピントを
合わせる事を意識していました。やる気があ
り、労力を割いても、もしピントがズレてい
れば成果は出ません。自分なりに2つのＷＨ
Ｙ！？を意識していました。なぜだ！おかし
い！と否定的なＷＨＹ！でなく、冷静にどう
してだろう？というＷＨＹ？を大切にし、何
があっても極力平常心で客観的、合理的に検
討、方策創出をする努力をしていました。

有難い事にコロナで休業するまで19年に
渡り、毎日の様にお客様との感動的なドラマ
やスタッフの成長ぶりという喜びを沢山頂い
て参りました。来月ベトナムへ戻り再びフー
ンライを再オープンする予定です。

私の一番の軸である、共存共栄 (四方良
し)をレストランや日越にまたがった教育プ

ログラムなど、今後も私なりの形で続けてい
ければと願っています。

参考資料



近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105

9月27日欠席者（敬称略）

荒井昌一 泉道夫 瀬尾紀夫 片田航介

田中徹 髙木茂 吉光寺政雄 平山博

和気勝利

前回9月13日分メークアップ(敬称略)

田中徹 金澤弘子 吉光寺政雄 北畠大輔

鈴木隆子

会報委員会：瀧田雅仁・吉光寺政雄・秋間忍・永山三芳

次回例会 令和5年10月4日 担当 親睦委員会（観月会）
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